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歳 入
平成24年度の一般会計の歳入総額は、60億3,138万円でした。
自主財源 23億8,848万円（39.6%）
依存財源 36億4,290万円（60.4%）

国が徴収した税金から、
市町村の実情に応じて
配布されるお金

地方交付税

前年度の余剰金として
繰り越されたお金

繰越金

他の収入に区分され
ないお金

諸収入

大きな事業を行うときに、町が
国や金融機関から借りたお金

町債
繰入金､
使用料・手数料など

地方特例交付金や、
ゴルフ場利用税交付金など

特定の事業に対し、国や
県から交付されたお金

国庫・県支出金

一般会計
歳入総額

60億3,138万円

地方交付税
20億3,464万円

町税
14億9,804万円

依 存
財源

自主
財源

国庫支出金
5億3,756万円

県支出金
4億4,714万円 町債

3億5,046万円

その他
2億7,310万円

その他
2億4,822万円

諸収入
2億2,432万円

繰越金
4億1,790万円

一世帯当たりの収めた
お金は
343,902円
（4,356 世帯）

町民税
町民の所得に課せら
れる税金

53,728円

固定資産税
土地、家屋、償却資産
に課せられる税金

63,448円

軽自動車税
軽自動車及び、小型特
殊自動車、原動機付自
転車に課せられる税金

2,504円

たばこ税
たばこに課せられる
税金

4,299円

　みなさんから納めていただいた税金や国・県からの交付金などが、どのように使われたのか
一般会計を中心にお知らせします。

町民一人当たりの納めたお金は123,979円（平成25年3月31日、人口12,083人）
その内訳は･･･
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歳 出
平成24年度の一般会計の歳出総額は、56億1,300万円でした。
下の図は歳出を目的別に分けた円グラフと、年度内で行われた事業の一例です。

・消防自動車購入

消防費

・予防接種
・資源リサイクル

衛生費

・住宅、建築物耐震改修
・町道開設、改良

土木費

・河川等災害復旧

災害復旧費

・特別会計繰出金　・基金積立

諸支出金

・町債償還元金、利子

公債費
・青少年海外派遣
・スポーツ教室、大会開催
・Ｂ＆G体育館改修

教育費

・まちづくり協議会
・衆議院議員選挙
・YAOバス運行事業

総務費

・子ども手当
・障がい者自立支援
・後期高齢者医療費負担

民生費

・議会運営事務

議会費

・公園管理整備

商工費

・林道開設、改良
・有害鳥獣捕獲

農林水産業費

一般会計
歳出総額

56億1,300万円災害復旧費
4億7,669万円

土木費
3億7,710万円

商工費
1億814万円農林水産費

2億3,039万円

消防費
2億5,333万円

衛生費
2億8,997万円

議会費
7,138万円

民生費
12億3,745万円

諸支出金
7億744万円 教育費

5億8,503万円
公債費

5億8,292万円

総務費
6億9,316万円

区 　分 歳　 入 歳 　出

一般会計 60億 3,138 万円 56億 1,300 万円
国民健康保険特別会計 13 億 9,840 万円 13 億 9,540 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 5,498 万円 1 億 4,969 万円
介護保険特別会計 10 億 3,032 万円 9 億 6,029 万円
簡易水道事業特別会計 8,668 万円 8,616 万円
公共下水道事業特別会計 3 億 6,021 万円 3 億 5,960 万円
農業集落排水事業特別会計 7,366 万円 7,312 万円
決算総額 91 億 3,563 万円 86 億 3,726 円 

一世帯当たりに
使われたお金は
1,288,568円
（4,356 世帯）

民生費
保健センター管理
社会福祉、児童福祉

102,412円

総務費
地域振興
広報の発行

57,367円

教育費
学校施設整備
社会教育･体育施設整備

48,418円

公債費
町債の償還金

48,243円
農林水産費
商工費
議会費 など

131,924円

消防費
防災対策
消防団運営

20,966円

衛生費
住民健診や各種予防接種
ゴミ処理事業

23,998円

土木費
道路の新設改良
町有住宅の整備

31,209円
［お問い合わせ］役場総務課 財政担当 TEL43-2111（内線 2214）※予算書・決算書などは総務課で閲覧できます。

会計別決算総括表（万円未満四捨五入）

町民一人当たりに使われたお金は464,537円（平成25年3月31日、人口12,083人）
その内訳は･･･
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下水道・浄化槽設置整備・農業集落排水・簡易水道事業・上水道事業

平成24年度決算額をお知らせします平成24年度決算額をお知らせします
公共下水道事業特別会計決算の状況 （単位：万円）

浄化槽設置整備事業決算の状況

《歳入》

《歳入》 （単位：万円）

《歳出》

《歳出》
区　　分 主な項目 金　　額 構成比

分担金および負担金 受益者負担金 638 1.8%

使用料および手数料 下水道使用料 12,957 36.0%

繰 入 金 一般会計繰入金 21,540 59.8%

繰 越 金 58 0.1%

諸 収 入 返還金 438 1.2%

町 債 下水道施設債 390 1.1%

合 計 36,021 100.0%

区　　分 主な項目 金　　額 構成比

総 務 管 理 費 人件費・事務費 1,362 3.8%

維 持 管 理 費 施 設 管 理 費 3,399 9.5%

維 持 管 理 負 担 金 流域下水道維持管理費 4,849 13.5%

建 設 改 良 費 建設工事費・委託費 430 1.2%

建 設 負 担 金 流域下水道建設負担金 985 2.7%

公 債 費 下水道債元利償還金 24,935 69.3%

合 計 35,960 100.0%

繰越金　58
0.1%

諸収入　438
1.2%

町債　390
1.1%

分担金および負担金
638
1.8%

繰入金
21,540
59.8%

使用料および手数料
12,957
36.0%

総務管理費
1,362
3.8%

建設改良費
430
1.2%

維持管理費
3,399
9.5%

建設負担金
985
2.7%

公債費
24,935
69.3%

維持管理負担金
4,849
13.5%

公共下水道特別会計歳入 公共下水道特別会計歳出

区　　分 主な項目 金　　額 構成比

国 庫 支 出 金 国庫補助金 211 35.8%

県 支 出 金 県補助金 146 24.9%

一 般 財 源 町税等 232 39.3%

合 計 589 100.0%

浄化槽設置事業補助金 金　　額 構成比

５ 人 槽 　2基 82 13.9%

７ 人 槽 　9基 507 86.1%

合 計 11基 589 100.0%

公共下水道及び農業集落排水区域以外の方はこの事業を利
用して合併浄化槽を設置してください。

広報やおつ No.5254



農業集落排水事業特別会計決算の状況 （単位：万円）

簡易水道事業特別会計決算の状況 （単位：万円）

《歳入》

《歳入》

《歳出》

《歳出》

繰越金
56
0.8%

繰入金
6,050
82.1%

使用料及び手数料
1,260
17.1%

使用料及び手数料
5,232
60.4%

分担金及び負担金
358
4.1%

繰越金
54
0.6%

繰入金
3,000
34.6%

給水受託工事費収入
3

0.1%

諸収入　21　0.2%

公債費
4,382
59.9%

総務管理費
20
0.3%

維持管理費
（上飯田）

831
11.4%

維持管理費（久田見）
2,079
28.4%

一般管理費
1,952
22.6%

建設改良費
1,254
14.6%

公債費（元金）
3,014
35.0%

公債費（利子）
1,256
14.6%

水道維持管理費
（久田見）

674
7.8%

水道維持管理費
（潮南）
251
2.9%

水道維持管理費
（篠原）
212
2.4%受託工事費　3　0.1%

農業集落排水特別会計歳入

簡易水道特別会計歳入

農業集落排水特別会計歳出

簡易水道特別会計歳出

区　　分 主な項目 金　　額 構成比

分担金および負担金 受益者分担金 0 0.0%

使用料および手数料 下水道使用料 1,260 17.1%

繰 入 金 一般会計繰入金 6,050 82.1%

繰 越 金 56 0.8%

合 計 7,366 100.0%

区　　分 主な項目 金　　額 構成比

総 務 管 理 費 事務費・公課費 20 0.3%

維持管理費（上飯田）施設管理費 831 11.4%

維持管理費（久田見）施設管理費 2,079 28.4%

公 債 費 下水道債元利償還金 4,382 59.9%

合 計 7,312 100.0%

区　　分 主な項目 金　　額 構成比

分担金および負担金 加入分担金 358 4.1%

使用料および手数料 　 5,232 60.4%

給水受託工事費収入 3 0.1%

繰 入 金 一般会計繰入金 3,000 34.6%

繰 越 金 　 54 0.6%

諸 収 入 雑入 21 0.2%

合 計 8,668 100.0%

区　　分 主な項目 金　　額 構成比

一 般 管 理 費 人件費・委託費・公課費 1,952 22.6%

水道維持管理費（久田見） 　 674 7.8%

水道維持管理費（潮南） 　 251 2.9%

水道維持管理費（篠原） 　 212 2.4%

受 託 工 事 費 3 0.1%

建 設 改 良 費 工事請負費 1,254 14.6%

公 債 費（ 元 金 ） 3,014 35.0%

公 債 費（ 利 子 ） 1,256 14.6%

合 計 8,616 100.0%
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今年度は徹底した営業費用の経費削減や漏水調査などによる有収率の向上に努めるなど効果的な事業運営に努力しました。収益的収支
の事業収益の決算額は2億4062万円となった。これに対し、事業費用の決算額は1億7119万円となり、差し引き6943万円の純利益（黒字）
となりました。これは前年に対し減となりましたが、これは本年より第5次八百津町水道事業の上飯田浄水場建設事業に着手したためです。
この純利益につきましては、翌年度以降の企業債償還金元金及び上飯田浄水場の建設事業の資金として充てる予定としています。

上水道事業会計決算の状況 （単位：万円）

財務諸表

《収益的収入》

《損益計算書》

《賃借対照表》

《収益的支出》

《資本的支出》《資本的収入》

区　　　分 主な項目 金　　額 構成比
給 水 収 益 水道使用料 23,210 96.4%
受 託 工 事 収 益 受託工事負担金 63 0.2%
そ の 他 営 業 収 益 他会計負担金外 432 1.8%
受取利息・配当金 預金利子 344 1.4%
雑 収 益 　 11 0.1%
特 別 利 益 過年度損益修正益 2 0.1%
合 計 24,062 100.0%

区　　　分 主な項目 金　　額 構成比
施 設 管 理 費 原水・浄水、配水・給水 2,270 13.3%
受 託 工 事 費 受託修繕工事 106 0.6%
業 務 費 1,249 7.3%
総 係 費 人件費 4,681 27.3%
減 価 償 却 費 7,231 42.2%
資 産 減 耗 費 材料売却原価含 138 0.8%
支 払 利 息 企業債利息 1,206 7.0%
繰 延 勘 定 償 却 236 1.4%
雑 支 出 特別損失外 2 0.1%
合 計 17,119 100.0%

区　　　分 主な項目 金　　額 構成比
建 設 改 良 費 　 7,328 77.7%
企 業 債 償 還 金 　 2,022 21.5%
開 発 費 　 79 0.8%
合 計 9,429 100.0%

区　　　分 主な項目 金　　額 構成比
企 業 債 5,300 86.8%
補 助 金 215 3.5%
工 事 負 担 金 新設分担金 135 2.2%
分 担 金 458 7.5%
合 　 　 　 　 　 計 6,108 100.0%

収益の部 費用の部
営業収益 23,705 営業費用 15,675

水 道 使 用 料 23,210 維 持 管 理 費 2,270
受 託 工 事 収 益 63 受 託 工 事 費 106
そ の 他 営 業 収 益 432 業 務 費・ 人 件 費 5,930

営業外収益 355 減 価 償 却 費 7,231
受 取 利 息・ 配 当 金 344 そ の 他 138
雑 収 益 11 営業外費用 1,444

特別利益 2 支 払 利 息 1,206
　 　 そ の 他 238
　 　 特別損失 0
　 　 翌年度繰越金 6,943
合 　 計 24,062 合 　 計 24,062

資産の部 負債の部
固定資産 246,522 流動負債 330

有 形 固 定 資 産 220,049 固定負債 0
無 形 固 定 資 産 26,473 資本の部

流動資産 78,930 資本金 129,840
現 金 預 金 70,833 自 己 資 本 金 98,651
未 収 金 8,077 借 入 資 本 金 31,189
そ の 他 流 動 資 産 20 剰余金 195,693

繰延勘定 411 資 本 剰 余 金 174,709
　 　 利 益 剰 余 金 20,984
合 　 計 325,863 合 　 計 325,863
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・ところ　八百津ファミリーセンター
・相談員　海老　茂・鈴村由美子

　　　　　　各務祥子・若村圭美
□可茂地域での啓発活動の問い合わせ先
岐阜地方法務局美濃加茂支局
（美濃加茂市本郷町7丁目4-16）
美濃加茂人権擁護委員協議会　☎25-2400

返しきれない借金の支払いに困っている、利息を
払い過ぎているかもしれない、と悩んでいる方はご
相談ください。
□と　　き　12月14日（土）　午後1時～4時
□と こ ろ　岐阜県県民生活相談センター

（岐阜市薮田南5-14-53
ふれあい福寿会館1棟5階）

□相談方法
①面接相談（要予約）
・12月13日（金）までに電話で申し込みくださ
い。

②電話相談
・ 開催日の時間内に、岐阜県県民生活相談センター
　（☎058-277-1003へ）へお電話ください。

□お申し込み・お問い合わせ先
岐阜県県民生活相談センター　
☎058-277-1003

informationinformation
お知らせ

1日（日） 野尻内科医院 （☎24-0633）
8日（日） 安田内科クリニック （☎27-5088）
15日（日） 太田メディカルクリニック （☎26-2220）
22日（日） 木沢記念病院 （☎25-2181）
23日（月祝） 黒岩内科小児科クリニック （☎26-0525）
29日（日） 林クリニック （☎25-8899）
30日（月・年末） 木沢記念病院（診察室） （☎25-2181）
31日（火・年末） 日江井外科 （☎25-2624）

※診療時間は、午前9時から午後5時までです。

12月の「加茂休日急患診療所」

雇用調整助成金は、12月1日以降、下記のように
支給要件等が見直される予定です。
○クーリング期間制度の実施
○休業規模要件の設置
○特例短時間休業の廃止
○教育訓練の見直し

□お問い合わせ先
岐阜労働局助成金センター　☎058-263-5650
ハローワーク美濃加茂　　　☎0574-25-2178

雇用調整助成金支給要件変更のお知らせ

多重債務無料相談会について

岐阜労働局　☎ 058-263-5650

県民生活相談センター　☎ 058-277-1003

昭和23年（1948年）第3回国際連合総会で世界人
権宣言が採択され、本年で採択65周年を迎えます。
国際連合は、世界人権宣言の採択を記念して、採
択日の12月10日を「人権デー」と定め、加盟国に対
し、人権擁護活動を推進するための各種行事を実施
するよう要請しています。
法務省と全国人権擁護委員連合会は、「人権デー」

を最終日とする1週間を「人権週間」と定め、人権尊重
思想の普及高揚に努めてきたところですが、本年も、
12月4日から10日までの1週間を「第65回人権週間」
として、全国各地で啓発活動を実施します。

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち

育てよう　思いやりの心～

みなさんもこの人権週間に、身近なことから人権
を考えてみませんか。
人権問題や悩み事などでお困りの方は、地元の人
権擁護委員または最寄りの法務局・法務局支局にご
相談ください。
相談は無料で、秘密は固く守られます。
□特設人権相談所
・と　き　12月10日（火）

午後1時30分～4時

第65回人権週間について

美濃加茂人権擁護委員協議会　☎ 25-2400
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シリーズ①　～公平な社会をつくるために～
最近、新聞やニュースでよく話題になっている日本国憲法…実はその憲法の中に「国民は法律の定めると
ころにより納税の義務を負ふ」と「納税の義務」が定められているんです。これは「教育の義務」「勤労の
義務」と並んで、国民の三大義務とされています。
広報やおつでは、シリーズ「“やおつ”を支えるかけがえのない税金」と題し、今回から３回にわたって、
税金の役割や町税の状況、納税における町の取り組みについてお知らせします。

１．もしも税金がなかったら？
私たちは毎日、お仕事や学校に行くときに、舗装された道路や橋を通って安全に通勤・通学しています。
また、毎日きれいな水でご飯を炊いたり、洗濯したりお風呂に入ったりしています。さらに、高齢になった
り、からだが不自由になったりしたとき、様々な福祉サービスを受けることができます。事故や事件にあっ
たときは警察を、急病になったときは救急車、火事になったときは消防車を呼びます。
このように、私たちが安心して快適な社会生活
を送ることができるのは、私たちが支払った税金
をもとに、国や県、市町村が活動をしているから
です。
もしも税金が無かったら？…考えてみましょう。
医療費はすべて自己負担、義務教育も救急車も警
察もすべて有料になってしまいます。道路や水道
を整備しようと思えば、一度に数十万～数百万円
という高額な負担金を支払わなければなりません。
困ってしまいますね。それどころか、私たちが安
心して暮らすことのできるこの社会のしくみが、
壊れてしまうことになってしまいます。
右の円グラフは、町の歳入（収入）の内訳です。
全体の１／４を町税が占めており、これを見ても
税金は町を支えるとても大切な資金だということ
が分かります。

表1　一般会計歳入の状況（平成24年度決算）

一般会計
歳入合計
60億3,138万円

その他
15億1,399万円
25.1%

国・県支出金
9億8,471万円
16.4% 地方交付税

20億3,464万円
33.7%

町税
14億9,804万円
24.8%

広報やおつ No.5258



２．社会の一員として…
このように、生活のいろいろな場面で、こうした公共のサービスが受けられるのは、みなさんが「税金」
というかけがえのない資金をきちんと納めてくれているからなんです。
ところが、一部には、納められる経済状況にあるにもかかわらず納めていただけない人や、納税の約束を
しても守っていただけない人がいることも事実です。こうした「滞納者」も、みな同じように公共サービス
を受けています。町税の滞納は町の財政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすばかりか、きちんと税金を
納めている大多数のみなさんとの公平性を欠くことになります。残念ながら八百津町にも滞納があり、その
内訳は下の表のとおりです。

３．より厳格に！より優しいサービスを…
そのため町では、滞納案件を少しでも減らすため、収納事務のさらなる強化に取り組み始めました。
本年は、町県民税の滞納事案を県に引継ぎ、県による直接徴収を始めました。また、これにあわせて県に
職員を派遣し、収納事務のスキルアップを図りながら滞納整理の強化を図っています。さらに、納期内に納
付がない場合は、納期内に納付した方との公平性を図るため延滞金を加算するなど、より厳格な滞納者対策
を進めます。一方、身近で納めやすい納付環境づくりに向けて、コンビニ納付やクレジット納付をスタート
させます。町が進めるこれらの取り組みは次号から詳しくお知らせします!!  
みんなが安心してお互いに助け合って暮らせる公平な社会。そんな素敵な町をめざしていくために…

■地方税はみんなの元気の源です！　国税庁からのお知らせ■
毎年11月11日から11月17日までの一週間は「税を考える週間」です。国税庁では、日頃から国民のみな
さまに租税の意義、役割や税務行政の現状について、より深く理解してもらい、自発的かつ適正に納税の義
務を履行していただくために納税道義の高揚に努めていますが、この期間（11月）を中心に様々な広報広聴
施策を実施しています。
今年のテーマは、「税の役割と税務署の仕事」として、国民のみなさまに適正・公平な課税及び徴収の実
現に向けた国税庁の取り組みを分かりやすくご紹介しています。ぜひご覧ください！

■掲載先アドレス　http://www.nta.go.jp/kohyo/katsudou/week/index.htm
　または、八百津町ホームページ内にある右のバナーをクリック！

役場１階　町民課　徴収係　☎0574 ― 43 ― 2111（内線2116）お問合せ

表２ 平成24年度町税収納状況 単位：千円

税の種類 課税額 収入額 未収額 徴収率

個 人 町 民 税 526,392 499,227 27,165 94.8%
固 定 資 産 税 812,268 766,639 45,629 94.4%
軽 自 動 車 税 31,416 30,257 1,159 96.3%

国民健康保険税 416,629 355,308 61,321 85.3%

よくある納税Ｑ＆Ａ
ＱＱ　借金があるから税金を払えません。

Ａ　法律によって、個人債務より税金が優先されます。また、金融
機関等の借金は、自己破産等で整理できる可能性がありますが、
税金は整理されることはありません。支払うことでしか解決で
きませんので、必ず納期限内に納付してください。

よくある納税Ｑ＆Ａ
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部
）

（
中
学
生
の
部
）

広報やおつ No.525 11



シリーズ
教育

No.31 教 育 の 窓教 育 の 窓 11月

 教育長　堀部　義郎

これは、私の大好きなことばです。そして、今、
子どもたちに伝えたい言葉です。人がその人生を幸
せに生きていく源は、「夢・志」にあります。
松下電器（現パナソニック）の創始者、松下幸之
助氏は、次のように言っています。
『志を立てよう。本気になって真剣に志を立てよ
う。生命をかけるほどの思いで志を立てよう。志を
立てれば、ことはもはや半ば達せられたといってよ
い。志を立てるのに老いも若きもない。そして、志
あるところ、老いも若きも道は必ずひらけるのである。
今までの、さまざまな道程において、いくたびか
志を立て、いくたびか道を失い、また挫折したこと
もあったであろう。しかし、道がない、道がひらけ
ぬというのは、その志になお弱きものがあったから
ではないだろうか・・・。』と。
夢・志をもち、その実現のために、努力している
子どもたちは、実に生き生きとし、活力にみちてい
ます。八百津町にも、具体的な目標を持ち、毎日を
精一杯生きている子どもたちはたくさんいます。
しかし、全国学力状況調査によると、県内の中学
生の30パーセント近くが、将来の夢をもっていな
いという結果が出ています。また、自分にはよいと
ころがあまりないと思っている子どもが35パーセ
ント近くもいます。
将来の夢・志、目標を持
つことができず、また、自
分のよさに気づかずに、そ
のとき、その場の雰囲気に
合わせて生きている子ども
たちがいると思われます。
『学習とかスポーツに打
ち込むこともない。』『仲間
とともに夢中になるものがない。』その結果、安易な
方向へ流された生活を過ごしている子どもたちもい

るのです。だからこそ、夢・志をもった生活をさせ
たいと思います。
子どもたちは、私たちの宝です。そして、一人一
人の子どもは、社会の中で何らかの役割を期待され
て生まれてきたかけがえのない存在です。
だから、自分自身の自己実現のみならず、社会の
一員として、社会的な役割と責任を果たす自己実現
（人のために役立つ生き方）のための夢・志を、どの
子にも、持たせたいと考えます。その方法は家庭 ･
学校 ･地域社会の中でいくつもあります。

家庭では、情（心）を共有する機会を積極的に設
けることです。「お母さんはね。中学時代、看護師さ
んをめざしたころがあってね。それはね・・・」こ
ういう話をすると、子どもたちにとって、夢・志が
身近なものになってきます。そして、子どもの名前
に込めた願いを語ることも大事です。
また、子どもと共に活動し、八百津町の豊かな
自然が織りなす、四季の色彩の美しさに触れながら、
感性を磨いたり情緒を育んでいくことも大切です。
家庭で情緒を十分に育んだ上で、学校や地域社会
では、子どもたちに誇りや自信が持てるような特色
ある教育を推進していくことが大切になってくるで
しょう。そうすれば、必ず、子どもたちの目は輝き、
自尊感情が高まり、夢、志をもつことにつながるに
違いありません。
『夢・志を持たせる。そしてそれに向かって努力し
てやり遂げさせる』ことを、学校・家庭そして地域
が一体となって取り組もうではありませんか。

夢・志を持たせる。

夢（志）なき者　　　　　目標なし　　　
　　　　　目標なき者　　　　　計画なし
計画なき者　　　　　　　実行なし　　　
　　　　　実行なき者　　　　　成果なし

○教師、父親・母親、地域の方が少年時代に持っ
た自分の職業の夢を語る。
○名前に込められた願いを子どもに語る。
○美しいもの・質の高いものを見させる。
○体験をさせて、興味関心を持たせる。
○各分野で活躍している方と接する機会を与える。
○先人が作り出した美しいものを紹介する。
○優れた人物を紹介する。
○読書活動に取り組ませる。
○少しだけ難しいことに挑戦させる。
○郷土で生まれ広い世界で活躍してきた偉人を
紹介する。
 など

可茂駅伝大会で活躍する
八百津の中学生
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最近、健康面や介護予防のことについて知りたいけど、どうすれば教えてもらえるかと考えたことは
ありませんか？みんなで勉強したいこと、相談したいことがあるときは、「おでかけ健康講座」を利用し
てみてはいかがでしょうか。
「おでかけ健康講座」は、センター職員がみなさんの集会やサロンにお邪魔して、事前の要望に添った
お話や説明、軽体操などを実施する事業です。地域のみんなで学び、よりよい生活を送る為に便利な事
業ですので、お気軽にご活用ください。
※必ず事前の申込みが必要です。詳しい内容は当センターまでお問い合わせください。

阪神淡路大震災では、なくなられた方の８割が自宅の倒壊による圧死や窒息死でした。大切な家族や
自分の命を守るためには、地震に強い家に住むことが一番です。八百津町でも木造住宅の耐震診断の助
成を行っておりますので（建築年月日等の制限あり）積極的に利用しましょう。

＜12月　お元気サロンの予定＞
・12日（木） お元気サロン八百津　午前 9時30分～11時30分まで
 場所：福祉センター（ファミリーセンター北側）
・ 4日、18日（水） お元気サロン福地　　午前 9時30分～11時30分まで
 場所：福地第四公民分館
＜12月　こころの相談の予定＞
・ 9日（月）高齢者のための「こころの相談」　（事前に予約が必要です）　午後から

シリーズ
防災安全

No.35 大きな揺れに備えて大きな揺れに備えて（家の周囲の安全対策）（家の周囲の安全対策）

屋根瓦やアンテナが不安定に
なってないか確認し、問題がある
場合は補強する。

屋　根
整理整頓し、落下する危険のあ

る植木鉢やエアコンの室外機は配
置を換えるか固定する。

ベランダ
倒れないようにしっかりとした
土台の上に置き、鎖で壁面に固定
しておく。

プロパンガスボンベ

玄関まわり ブロック塀
自転車や植木鉢など、出入りの

支障となる可能性のあるものは置
かない。

土中にしっかりとした基礎部分が無いもの、鉄筋が入っていない物は
補強する。ひび割れや傾き、鉄筋のさびがある場合は修理する。

家の周囲にも災害が発生すると危険なところがたくさんあります。日頃から気にかけ
て、危険箇所の点検を心がけましょう。

【一戸建ての安全対策ポイント】

～　みつけよう　ぼくとわたしにできる自助　～～　みつけよう　ぼくとわたしにできる自助　～

シリーズ
包括支援

No.35 ～おでかけ健康講座やってます～～おでかけ健康講座やってます～
こんにちは 八百津町地域包括支援センターです

お問い合わせ　八百津町地域包括支援センター　☎43-3267または43-2111（内線2566・2567）まで

広報やおつ No.525 13



納期のお知らせ

※口座振替をご利用の方は､ 残高確認をお願いします。

保育料 10月分 11月 11日

固定資産税 3期分 12月 2日
国民健康保険税 7期分 12月 2日
介護保険料 7期分 12月 2日
後期高齢者医療保険料 5期分 12月 2日
水道料 11月分 12月 2日
町営住宅使用料 11月分 12月 2日
※11月末が休日のため12月2日に納付となります。

保育料 11月分 12月 10日

国民健康保険税 8期分 12月 25日

介護保険料 8期分 12月 25日

後期高齢者医療保険料 6期分 12月 25日

水道料 12月分 12月 25日

町営住宅使用料 12月分 12月 25日

● 11月に納めるもの● ● 12月に納めるもの●

役 場 か ら の お 知 ら せ

― クッキーでクリスマスオーナメントづくり ―
夫婦・家族でちからをあわせて

夫婦・家族でちからをあわせてクッキーをつくり
クリスマスオーナメントに仕上げよう！

みのかも定住自立圏構想にもとづいて、８市町村の参加者のみなさんと一緒に活動します。

総務課からのお知らせ
「男女共同参画推進講座」について

□と　　　き□と　　　き 12 月 21 日（土）午後１時～３時（12時 30分より受付開始） 12 月 21 日（土）午後１時～３時（12時 30分より受付開始）
□と　こ　ろ□と　こ　ろ 川辺町中央公民館　調理室（当日、現地集合） 川辺町中央公民館　調理室（当日、現地集合）
□対　　　象 夫婦・家族（子ども連れ大歓迎）
□参　加　費 １家族 500 円
□持　ち　物 エプロン、三角巾、フキン、マスク
□定　　　員 各市町村２～３組
 ※全８市町村（美濃加茂市、坂祝町、富加町、川辺町、

七宗町、八百津町、白川町、東白川村）で 20組
□申 込 方 法  郵送（はがき可）または直接、下記のお問い合せ先まで

お申込ください。申し込み多数の場合は、抽選となります。
□申 込 期 間 12 月 13 日（金）　必着
 ※小さいお子様は調理室の隣のお部屋（調理室から見通せます）で過ごせます。
 ※材料に小麦粉、卵などを使用します。
□お問い合わせ先 役場２階　総務課　政策調整係　☎43-2111（内線 2212）まで
 〒 505-0301　八百津町八百津 3903-2
▼「みのかも定住自立圏」とは
ここでずっと暮らし続けたいと思えるような住みやすいエリアを目指す計画が「定住自立圏構想」です。美濃加茂市、坂祝町、
富加町、川辺町、七宗町、八百津町、白川町、東白川村や民間企業と協定を結び、加茂エリア全体の活性化を目指し活動しています。 
「男女共同参画社会」の実現に向けてもこの定住自立圏構想に基づいて、各自治体が協力しながら「男女共同参画」をテーマに
催しを開催していきます。「かも丸・かも美の男女共同参画」は本年度、その趣旨にのっとり８市町村の住民メンバーにより構
成された会です。
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申出の受付の締め切りは、12月 20日です。また、申出までに事前相談をすませてください。

八百津町では「八百津町農業振興地域整備計画（以下「整備計画」）」を定め、そのうち農用地利用
計画で、総合的に農業の振興を図ることが必要であると認められる地域として「農業振興地域内農用
地区域」を定めています。これが、いわゆる「農振農用地」です。
農振農用地に定められている土地は、原則として農地転用や開発が出来ないなど厳しい制約があり
ます。しかし、経済事情の変動やその他の情勢の推移により土地利用の見直しが必要な場合も生じる
ことから、農振農用地の区域から除くこと（農振除外）についての申出を個別に受け付け、限られた
要件に該当するとき、整備計画の農用地利用計画を変更しています。

農業振興地域の農用地区域からの除外は、農業振興地域の整備に関する法律第 13条第２項の要件
を満たすものに限られます。また、その目的について農地法、都市計画法、建築基準法など他法令に
よる許認可が見込まれる必要があります。
農業振興地域の整備に関する法律第 13条第２項（要約） 
■農振農用地以外の土地をもって代えることが困難であること。 
■農用地の集団化、作業の効率化等、土地の農業上の利用に支障を及ぼすおそれがないこと。 
■農用地区域内の土地改良施設の有する機能に支障を及ぼすおそれがないこと。 
■土地改良事業等を行った区域内の土地に該当する場合は、事業実施後８年を経過している土地であること。

１　農振農用地の確認
農地において住宅・店舗の建築、駐車場等の整備など、農地転用や開発が必要な事業を計画する際
には、その土地が農振農用地ではないか確認してください。農振農用地の確認は、電話でも可能です。
地番により管理していますので、確認したい土地の地番を担当に伝えてください。
２　事前相談
計画地が農振農用地であった場合は、農用地以外で代替する土地がないか探してください。しかし、
代替する土地がなく、農振除外を希望される場合は、その土地の資料（案内図、公図、土地の登記簿
謄本等）をご持参のうえ、あらかじめ役場 2階　産業課　農地係へご相談ください。
その際には「１．だれが　２．どのような目的で　３．どう利用するのか　４．なぜ必要なのか　５．

代替する土地は他にないか」など伺いますので、申出理由を明らかにしておいてください。
３　農振除外の申出書類の提出
申出の受付の締め切りは、12月 20日です。また、申出までに事前相談をすませてください。 
４　申出から農振除外完了までの期間
農振除外の申出を受け付けてから除外が完了するまでは、おおむね 10か月の期間を要します。計
画変更に際し、異議申立てがあった場合には、さらに期間を必要とします。また、申出が認められな
い場合もありまので、ご留意ください。

無断で農地を転用したり、計画通りに転用していない場合は農地法違反となり、工事の中止や原状回
復等の命令がなされる場合があります。また、3年以下の懲役や300万円以下（法人は1億円以下）の
罰金という罰則の適用もあります。※既に転用してしまっている場合は、農業委員会までご相談下さい。
□お問い合わせ先　役場２階　産業課　農地係　☎43-2111（内線 2257）まで

産業課からのお知らせ
農用地利用計画の変更（農振除外）手続きについて

農振農用地とは？

農振除外の要件

農振農用地からの除外の申出の手続き

無断転用には厳しい罰則があります。
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＜概　　要＞
錦津地区の災害時の避難所や防災活動の拠点となり、平常時には地域住民の憩いの場となる（仮称）
錦津コミュニティセンターの建設工事が始まります。
場所は、錦津保育園東側の旧丸根住宅跡地です。
平成 26年 11月末に竣工予定で、完成後、現在の錦津出張所の業務が移転し、錦津地区のコミュ
ニティ活動の新たな拠点として開館します。

＜施設概要＞
　　所　在　地：八百津町伊岐津志 1692 番地 1　外
　　敷 地 面 積：4,005.51㎡
　　構造・規模：鉄筋コンクリート造　　屋根鉄骨　　２階建　一部平屋建（ホール）
　　建 築 面 積：1階　564.02㎡　　2階　318.85㎡　　延べ床　882.87㎡
　　太陽光発電：30kw
＜主要施設＞
　　１　階：フリースペース（図書・展示コーナー）、多目的ホール、和室、事務室
　　２　階：研修室（3部屋）、会議室（1部屋）、調理室
　　その他：エレベーター、屋外フリースペース、施設内下履可（和室を除く）
＜工　　期＞
　　平成 25年 9月 20日～平成 26年 11月 30日
＜施工業者＞
　　建築工事：佐伯綜合建設株式会社
　　工事監理：株式会社　ダイナ建築設計

教育課からのお知らせ
（仮称）錦津コミュニティセンター建設へ

錦津地区にコミュニティセンターを建設しますのでお知らせします。
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10月5日、キリン水源の森において、グ
ループ会社の社員とその家族、地域住民ボ
ランティアなど約220人が参加し、「キリ
ン水源の森づくり」事業を実施しました。
遊歩道周辺の草刈りを実施したあと、遊
歩道整備のため、チップの敷設および土留
設置、桜の植栽をしました。また、間伐し
た桧（ひのき）を材料にした箸作りも実施し
森の大切さや森の恵みについて学びまし
た。

キリン名古屋工場が　「水源の森づくり」活動

遊歩道を整備するキリンビールの社員ら

10月6日、福地で、地元有志でつくる「福地そ
ば」の会（代表 葛生 良一）が、今年8月に種まき
をした「高嶺ルビー」の花の見学をかねて紅花祭
りを開催し、町内外から約100人が参加しまし
た。
同会は、休耕田を活用し地域を活性化しよう
と、紅色の花を咲かせるそば「高嶺ルビー」と白
の花を咲かせる「信濃一号」の栽培を始めました。
当日は、紅色そば「高嶺ルビー」と白そば「信濃
一号」を使って、そば打ち体験と試食会が行われ
たほか、地元で採れた野菜の販売も行われまし
た。

「福地そば」　紅花（高嶺ルビー）祭りを開催

そば打ち体験をする参加者ら

10月27日、八百津中学校にて加茂郡７町村の
消防団による加茂郡消防連合演習が行われ、青
空の下サイレンが響き渡りました。
今回の連合演習は、7町村より260名の消防団
員が集まり、山林火災が発生したことを想定し、
800メートル離れた白髭ため池を水利とし各消
防団が連携し、ホースの延長、伝令、放水を行
いました。
訓練後は平成22年の7.15災害の現場見学が行
われ、災害防止、意識啓発が図られました。

八百津中学校周辺で加茂郡消防連合演習を開催

放水訓練をする消防団員ら
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LETTER FROM LIBRARY 図書室だより
あなたと本が出会う場所 ～あなたの好きな本見つけてみませんか～

八百津町ファミリーセンター 2階　☎ 43八百津町ファミリーセンター 2階　☎ 43--03900390
□□開館時間開館時間　　午前10時～午後6時　　午前10時～午後6時
□□休 館 日休 館 日　　毎週月曜日・第3日曜日・年末年始

みんな図書室へ行こう！！みんな図書室へ行こう！！ 新着図書は八百津町ホームページにて
紹介中です！！

http://www.town.yaotsu.lg.jp
★新着図書情報

都会での受験に失敗し地元
に帰って来たレイコさん。い
ろいろな問題をかかえても人
は最後にはふるさとを思い出
す…。
彼女を温かく見守る家族愛

にホロリとする場面もあるお
話です。

20年前の友達の死を疑問
に思ったノンは、かつての
友人達に連絡をとる…。
20年、それぞれの道を歩

んできた友人達の思いが上
手く描かれています。
今、注目の著者が贈る人

生の“応援歌”です。

花びらの妖精が
本当にいたら、幸せ
になれる人がいっ
ぱい、いっぱい増
えるんだけどな…。
心がキュンと痛く
なって、最後にほっ

こりとする優しいお話です。

本の紹介冊子ができまし
た！！町内図書室にありま
すので、図書選びの参考に
ご利用ください。

「こぐまのくうちゃん」

「2013おはなしランド」

「みんなのうた」

「三月」

今 月のおすすめの本月のおすすめの本

重松　清　角川書店

大島真寿美　光文社

あまんきみこ・文／黒井　健・絵

おすすめの児童書
思い出の絵本

12月7日（土） 14：00～14：30
ファミリーセンター２階　図書室

《クリスマス絵本の読み聞かせ》
図書室にあるクリスマスの絵本を楽しみましょう！！ すてきなクリスマスプレゼントがあるよ！！
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皆さんこんにちは。先月の広報で、杉原千畝
記念館の様子を話しました。その様子を初めて
知って驚いた人が多いかと思います。だって、
私もこの仕事を受けたときにこれほど記念館へ
来る人がたくさんいると思っていなかったもの
･･･
続けて、今回は記念館での私の仕事について
お話ししたいと思います。
私が記念館にいる目的はイスラエルの来館客
を迎えて、記念館の説明をすることでした。し
かし、いつからか日本人の団体の方にもお話し
をすることになりました。今では、私から見ると、
イスラエル人に説明するだけではなく、日本人
の来館客に説明することも大事な仕事の一つと
なりました。
それはなぜかというと、イスラエル人なら、
小さい頃からホロコーストの話を聞いたり、年
に一回のホロコースト記念日も経験するので、
杉原さんの行動の深い意味を十分理解している
と思います。
日本人の場合は、杉原さんの行動が素晴らし
いとは思っているが、その当時の背景をほとん
ど知らない人が多いです。でも、それをもっと
詳しく知れば、杉原さんの素晴らしさをより深
く理解できると思うからです。
日本人向けの説明をいつも同じ質問で始めま
す。「ホロコーストという言葉を聞いたことあり
ますか？この言葉の意味が分かりますか？」と
いう質問です。大体の人は聞いたことがあった
としても意味が分かりません。そこで私は「皆
殺し」というと、皆さんが驚いて、初めて第二
次世界大戦との違いに気づかれます。そう。戦
争とは違って、ホロコーストは、主にユダヤ人
に対しての一方的な行動でした。その行動の目
的はたった一つ。この世からユダヤ人皆亡くす

こと！
６年間続いたこのホロコーストで殺された０

才からお年寄りまでのユダヤ人は600万人。八
百津町の人口の500倍！ ･･･ 想像できないで
しょう。
このユダヤ人を殺したのはナチスだけではな

く、ナチスドイツに占領された国々の人も。その
当時の状況はユダヤ人を殺すことが良いことで、
助けることが一切禁止だったので、助けようと
した人は本当にわずかでした。殺された600万
人に対して助けようとした人はたった2万6千
人です。杉原さんはその一人。
皆さん、この事実を分かった上で杉原さんへ

の思いがより深まったのではないでしょうか？
来館客の反応からみると、この話を聞くこと

によって受ける感動や感激が大きく変わってき
ます。
記念館を訪れた方が感動を受けると、差別、

いじめなどの社会問題について考え直すことも
あると信じて、これからも一生懸命この仕事を
続けていくつもりです。頑張ります！

ハニトハニトのの〇〇〇〇なな話 No.No.33

ハニトさんへの質問は
hanito@town.yaotsu.lg.jp　までどうぞ！

12月15日（日）に国際料理教室を和知セ
ンターで開きます。
クリスマスやハヌカの料理を皆で作って

食べよう！
詳しくは回覧、産業課又はハニトまで

お待ちしています！

国際交流協会からのお知らせ国際交流協会からのお知らせ
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12月の行事予定

乳幼児健診の
問診票、予防接
種の予診票は出
生後にお渡しし
たバッグに入っ
ています。
転入の方はご

連絡ください。

BCG・MRワ
クチンの接種後
は27日以上の
間隔をあける必
要があります。
ご注意くださ
い。

風疹ワクチンを接種したことがない（かかったこともない）方で、次の条件に当てはまる方は接種料金に補
助が出ます。

① 23歳以上（H2.4.1以前生まれ）で、妊娠を予定または希望している女性
②妊娠している女性の夫（妊婦健診で、風疹抗体が十分にあると判定された妊婦の夫は除く）
③ 30～39歳（S49.4.2～S58.4.1生まれ）の男性

今年度限りの事業ですので、ご希望の方は早めに申請してください。

☆大人の風疹ワクチン接種について☆

行事 期日 対象 受付時間 場所

母
子
保
健

3ヵ月児健診 5日（木） H25年7～8月生まれ 13：00～13：05
保健センター9ヵ月児健診 5日（木） H25年2月～3月生まれ 13：05～13：10

2歳児歯科検診 12日（木） H23年10～11月生まれ 13：00～13：10

プレママくらぶ 12日（木） H26年3月～4月出産予定日
※5日（木）までに電話予約してください。 13：00～13：10

乳幼児予防接種 3日、10日、
17日、24日（火）予防接種スケジュールを個別にご覧ください。不明な方は保

健センターにご連絡ください。

・到着順の番号札をお取りください。
・番号札はすべて 13時に出します。
・番号札と接種の順番は異なりますのでご了承ください。

※1…ヒブワクチン・肺炎球菌ワクチン・不活化ポリオワクチン
※2…ヒブワクチン・肺炎球菌ワクチン

四種混合単独
または
四種混合と他のワクチン※1
の同時接種

三種混合単独
または
三種混合と他のワクチン※2
の同時接種

（接種は13：30～）
番号札：黄色

ヒブワクチン・
肺炎球菌ワクチン・
不活化ポリオワクチン・
単独接種または同時接種

MRワクチン・BCGの
単独接種

（接種は14：00～）
番号札：水色

※保護者以外の方が連れてこられる場合は、事前に保健センターまでご連絡ください。
乳幼児相談 17日（火） 9：30～11：30 夢広場ゆうゆう

子育て相談会 6日（金）
0歳～18歳の子どもを持つ保護者・家族ま
たは本人を対象に相談に応じています。
相談員：臨床心理士　山本彩先生

10：00～15：00
予約が必要です。

保健センターアフタービクス 11日（水） ※5日（木）までに電話予約してください。
（定員20名） 

14 時までに
お越しください

マタニティスクール 2 14日（土） ※12日（木）までに電話予約してください。 9：30～12：00
母子手帳交付  毎週水曜日 9：00～9：30

成
人
保
健

健康相談 11日、18日、
25日（水） 町民の方 10：00～11：00

保健センター歯周疾患検診 12日（木）

40歳・50歳・60歳・70歳の方が対象です。
対象の方にはお知らせを通知しています。
※詳しくは通知した、お知らせをご覧ください。
受診される方は、前日までに保健センターに
ご予約ください。

13：50～14：00
幼児の健診終了後と
なりますのでお待ち
いただく場合もあり
ます

アルコールセミナー 6日（金） 各務原病院の天野宏一先生と上手なお酒と
の付き合い方を学びます。 19：30～21：00

献血 11日（水） みなさまの温かいご協力をお願いします。 10：00～12：00
13：30～16：00 役場本庁前

受付時間を過ぎると
接種できません。

受付時間
13：30～13：50

受付時間
13：00～13：20

八百津町保健センター　☎ 43-2111
乳幼児健診や予防接種のお問い合わせは内線2561・2562へ　　メール相談：hosoudan@town.yaotsu.lg.jp
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12月・１月のごみ収集日
■問い合わせ　役場 1階　水道環境課　環境衛生係
　☎４３－２１１１（内線２１２４）

広報やおつ No.525 21

可燃ごみ 全地区（午前８時までに可燃ごみ集積所へ出してください) 毎週　火曜日・金曜日

（粗大ごみの可燃・不燃の区別がなくなりました）
不燃金物類　
資源カン類　
粗大ごみ　　

Ａ地区
（不燃ごみ集積所） 12月23日（月）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所） 12月24日（火）

※乾電池は、役場本庁・役場各出張所の回収ボッ
クスへ出してください。
※テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機・エアコンは
収集しません。㈱橋本または購入した店に引き
取りを依頼するか、指定引き取り場所へ直接搬入
してください。

不燃ガラス類
資源ビン類　
粗大ごみ　　

Ａ地区
（不燃ごみ集積所） １月27日（月）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所） １月28日（火）

※蛍光管・体温計（水銀式）は、役場本庁・役場
各出張所の回収ボックスへ出してください。

ペットボトル　
食品トレイ　　
発泡スチロール

Ｂ＆Ｇ　　
体育館北側
各出張所　

12月 1日（日）
午前 8時～
　　11時　古着回収

※ペットボトルは洗浄して、フタを取って出してく
ださい。（フタは可燃ごみまたはその他プラです。）
※発泡スチロール製の箱は、宛名ラベルなどを剥が
してください。
※古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚れた
もの、布団、電気毛布、じゅうたん、履き物、ぬ
いぐるみなど衣類以外のものは収集しません。

がれき類

久田見処分場
※1月5日は閉場

毎月第1・第2日曜日
午後12時30分～午後4時

錦織処分場 毎月第3・第4日曜日
午前9時～午後4時

※瓦・タイル・陶器類・コンクリート・ブロック・
壁土以外（土砂や岩石）は処分できません。
※業者に請け負わせた工事で発生したがれき類は
処分できません。
※300㎏以上のがれき類を処分しようとするとき
は事前に申請してください。（有料）

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

その他プラ 各自治会の　　
不燃ごみ集積所

12月 8日（日）
12月22日（日）
1月12日（日）
1月26日（日）

※プラマークと呼ばれるリサイクルマー
クが表示されたプラスチック製の容器
および包装が収集の対象です。

　ただし、ペットボトルおよび食品トレイ、発泡
スチロールは、別に分別収集を行っていますか　
ら対象外です。

●年末年始のごみ収集
年　末 年　始

家庭可燃ごみ　 12月31日（火） 1月 7日（火）
（午前8時までに）

事業系可燃ごみ
（直接搬入） 12月27日（金） 1月 6日（月）

午前8時45分～
午後4時 　　事業系不燃ごみ

（直接搬入） 12月24日（火）

●年末年始の可茂聖苑（火葬場）の予定
年　末 年　始

火葬場の運営　 12月31日（火） 1月 2日（木）

火葬申込みの受付 継続して実施
午前8時30分～午後5時15分

ペットの受付業務 継続して実施
午前8時30分～午後4時

●年末年始のし尿汲み取り

「八百津衛生」年末のし尿汲み取り
□12月13日（金）までに申込み
□12月27日（金）までに汲み取り

汲み取りの申込みは直接
八百津衛生
☎0574-26-1027まで
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シルバー人材センター
（９月分実績）

件　　数 105 件
就労人員 884（実 88）人
就労時間 4,777.50 時間
受託金額 4,813,627 円

☆お問い合わせ、お申し込みは、
社会福祉協議会内シルバー人材センター
☎43-4462まで

ひとのうごき
平成 25年 11月 1日現在

人口 11,970 人 － 10人

男 5,800 人 － 12人

女 6,170 人 2人

世帯数 4,349 戸 － 4戸

増加 転入 19人 出生 4人 その他 0人

減少 転出 21人 死亡 12人 その他 0人
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土屋　　昴
すばる

　 平成 25年 10月 11日　午後　9時 40分生まれ　保護者　一平・佳菜（中山）
 「元気に産まれてきてくれて本当にありがとう !!」（一平＆佳菜より）

「こんにちは」「こんにちは」赤ちゃん赤ちゃん　（10月受付分　敬称略）

真剣な表情で話を聞く生徒ら

アルミ缶の収益金を寄付する生徒ら

今回寄付をした陸砂利組合 成瀬智典代表理事（中央）

10月 3日、八百津中学校２年生109名を対象に、「マ
ナー講座」が開講されました。㈱のうひ葬祭から11人
の講師を招いて開催された今回の講座は、職場体験に向
けて「言葉遣い」、「身だしなみ」、「心構え」をテーマに
行われました。
講座はグループに分かれての発表や、ゲーム形式で行
われ、真剣な顔の中にも笑い声、笑顔があふれていました。

10月 11 日、八百津中学校の生徒会が全校生徒で持ち
寄って集めたアルミ缶の収益金8,500 円を、八百津町社会
福祉協議会へ寄付しました。
全校が協力してできるボランティアとして、昨年から町
社会福祉協議会へアルミ缶回収の収益金を寄付しています。
寄付した8,500 円は、４月から各学級の生活委員が中心
となって集めたアルミ缶9,812個分の収益金です。

11月 1日、可茂陸砂利組合・木曽川グループ・木曽川
興運株式会社より30万円の寄付をいただきました。
この寄附金は、さくらカントリーゴルフクラブで開催さ
れたチャリティーコンペで集められたもので、いただいた
寄附金は、車椅子を購入し、各出張所に配備して皆様にご
利用いただく予定です。

八百津中学校で
マナー講座を開講

八百津中学校で
アルミ缶の収益金を寄付

可茂陸砂利組合・木曽川グループ
木曽川興運株式会社が
八百津町へ寄付
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平成25年秋季平成25年秋季・・全国火災予防運動全国火災予防運動
広報やおつ No.525 23

11月９日から11月 15日まで、
「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」（全国統一防火標語）

 を合言葉に、全国一斉・秋の火災予防運動が実施されました。
今年可茂消防管内では、火災が108件発生しており、うち八百津町内においては、
６件の火災が発生しています。（10月 15日現在）
これからの季節、空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。火気を使用すると
きは、十分注意し、以下の事を守りましょう。

□例えば、こんな場所を地図に記入してみましょう !!

○学校や市役所などの公共施設、交番や駐在所などの警察施設
○「子ども 110番の家」として活動しているお店や住宅
○よく遊びに行く友人の家や公園
○人通りの多い道、街灯が整備されている道
○ガソリンスタンド、病院、銀行、郵便局など目印になる施設やお店
●自分が（友人が）怖い目に遭った場所
　（変な人に声を掛けられた、ひったくりに遭った、交通事故に遭いそうになった…など）
●壁やシャッターに落書きがしてあったり、ゴミが散らかっている場所
●人通りの少ない道、街灯が少なく、夜は暗い道
●ひとけの少ない場所や建物
●見通しの悪い公園や道路

地域安全マップを作成することにより、自分の住むまちのいろいろな場所を見直すことができます。
地域安全マップは、作成することはもちろんですが、作成するその過程にも大きな効果があるといわれて
います。
マップ作成の過程で、地域のさまざまな場所を歩き、多くの方々と出会い、みんなで自分たちの住む地域
のことを考え、話し合うことで、地域みんなで協力してまちづくりを推進する、ひとつのきっかけにもなる
のではないでしょうか。
地域で、学校で、ご家庭で、地域安全マップについての取り組みをはじめてみませんか。

地域ぐるみで守ろう　お年寄りと子ども

安全な場所・危ない場所を知ろう安全な場所・危ない場所を知ろう
地域安全マップづくり地域安全マップづくり

①寝タバコは、絶対やめる。 ②ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。

③ガスコンロなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。



写真協力　社会教育視聴覚協議会

「ダイモンジソウ」
土屋　三彦（山口）

「朝の丸根山」
竹地　和嘉男（上牧野）

第17回MAG-CUP少年サッカー交流大会に、八百津FCジュニアサッカー少年団が出場します。
同大会では、三重（Mie）・愛知（Aichi）・岐阜（Gifu）県の東海環状自動車道が通過する沿線地域（25市町32チー

ム）の連携交流強化を図り、次代を担う児童達がサッカーを通じ
て親睦を深めるとともに交流の輪を広げます。
みなさまの温かい応援をお願いします。

□とき・ところ
予選リーグ（いなべ市員

い な べ

弁運動公園サッカー場他２会場）
12月 14日（土）午前９時～午後３時 
決勝トーナメント（いなべ市員

い な べ

弁運動公園サッカー場）
12月 15日（日）午前10時～午後１時45分
□主　催
MAG-CUP少年サッカー交流大会実行委員会

MAG-CUPに出場する八百津 FCJr. のみなさん

完成したマレットゴルフ場

潮南マレットゴルフ場完成！
「潮見まちづくり協議会」が、平成24年８月から建設に着手
していたマレットゴルフ場が10月 15日にオープンしました。
全長 1,012 ｍ　林間コースに 36ホールのホール数を有する
マレットゴルフ場で、ゆったりと気持ちよくプレーができます。
ぜひプレーを楽しんでみて下さい。
本年度（平成26年３月まで）無料の予定です。
「潮見まちづくり協議会」は、地域・地区の皆さんが一体で
取り組む協働の組織で、八百津町が昨年から進める「まちづく
り協議会」として設立した組織です。

MAG-CUP少年サッカー交流大会
八百津 FCジュニアサッカー少年団が出場 !!八百津 FCジュニアサッカー少年団が出場 !!

「ちゃっとメール」の登録はこちらへ
docomo au・SoftBank

（QRコードも使用することができます。）

下記メールアドレスにメールを送信してください。

ent@chat.yaotsu.jp
詳しくは、総務課　情報政策係　までお問い合わせください。

ホームページ http://www.town.yaotsu.lg.jp　メール yaotsu@town.yaotsu.lg.jp
環境に優しい植物インキと
100％再生紙を使用しています平成25年11月20日発行


